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参照、Horst Haitzinger, Globetrottel. Karikaturen zur Umwelt. München 1989, Abb. S. 105.































































































15）以下のドキュメントはバウジンガ 『ー＜民のうたごころ＞の諸形式』による。Hermann Bausinger, Formen 





























16）Andre Jolles, Einfache Formen. Legende, Sage, Mythe, Rätsel, Spruch, Kasus, Memorabile, Märchen. Witz. Halle 
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18）Andre Jolles, Einfache Formen （1929, 82006 前掲注 16）．［邦訳］p. 43―44.








































































で、語源の面からは英語の caseにあたる。ちなみに刑事事件は英語では a criminal case、














































































































































































































20）次の拙論を参照、河野『ドイツ民俗学とナチズム』（創土社 2005）（第二部）第 8章 5節「スウェーデ
ン学派の導入―マンハルトとフレイザーへの批判」
145
口承文藝研究の視点について（2）
いない。マックス・リュティもそうである。その論説はメルヒェンの様式的ないしは文体
的な特徴を縷々と書き綴ったのが持ち味であるが、枠組みは、ヨレスがメルヒェンの言語
態として提示したもの以上ではなく、そのエリアのなかで様式特徴を繰り返し話題にした
ことになるだろう。また力説してはいないが、《ヨーロッパのメルヒェン》という文化圏
への限定の痕跡がみられる他、メルヒェンを上古にまで遡らせる理解からもリュティは完
全には脱却していない。
　またヨレスの理論では、詞章的な言語形式に文藝が忍び込んで活用するようになるメカ
ニズムが呈示されたのが大きな意義であった。その後に来るローベルト・ペッチュを越え
る知見と言ってもよく、これについては次に取り上げる。
　と共に、そこでもふれることになる重要な事項が残っている。先にも触れたが、タイト
ルに掲げられた《単純な諸形式》（einfache Formen）という概念である。ヨレスの論説の
実際があってのことだが、それが口承文藝研究の流れの転換点にまでなった衝撃の本質的
な幾分かは、《単純な einfach》という規定語、英訳や仏訳では simpleの語があてられたも
のであるが、この形容詞を措いては考えられないのである。
